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クールマチャクラについて

井田克征

O.序:クールマチャクラとは

インドにおいて，亀は古くから大地と関係付けられてきた。例えばそれは

ヴ、エーダ祭式で、は，アグニチャヤナの火壇の下に埋められ，人を天界に導くと

されているl。そしてまた乳海撹枠の神話において 亀は沈みかけたマンダラ

山の支えとなっている2。このようなイメージをも継承しつつ， 12世紀以降の

タントラ文献においてはクールマチャクラ(亀のチャクラ)と呼ばれるヤント

ラ3がしばしば述べられることとなる。本論考の目的は タントラ儀礼におい

て用いられるこのクールマチャクラの概略を示し その成立の背景を探ること

にある。あらかじめ結論を言うならばクールマチャクラは Brhatsamhita(BS) 

などの初期の占術文献に見られるクールマヴ、ィパーガ(亀状地域区分)が，ス

ヴァラの学 (svarodaya)などをも取り込んだ後期の占術文献を経由し1やが

てシャークタを中心とするタントラ文献に取り入れられたものと考えられる。

そうした議論に入る前に，まずはタントラ文献におけるクールマチャクラを

概観することとしよう。

1 TaittirTyasa1fthita V.2'.8.5 ; cf.U1田[2005Jpp.55 -56. 

2 cf. Ruping [1970J pp.6ff. 

3 rヤントラとは，一般的には直線や円の集合として描かれる幾何学的図形を指すも
のとされるが，そこには単なる円や三角形などのシンフルなものから，いくつもの

図形が組み合わされたもの，また彩色されてきわめて徹密なデ、ィテールを持つもの，

あるいは立体的に鋳造されたものといった風に多くのヴァリエーションが存在する。

(井田 [2005Jp.144) J本論稿において，チャクラという語はヤントラと同義的に用

いられているo cf. Buhnemann [2003J pp.49 -51. 

4 Sakaki[2005Jp.139; Pingree[1981Jpp.77-79. 
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(112) 井田克征

1.タントラ文献におけるクールマチャクラ

現存するタントラ文献の中でクールマチャクラに言及する最初期の資料は，

シャークタの中で12-14世紀頃に成立した雑多な集成 Saradatilaka (ST)で

あると思われる5。このタントラの第二章においては星宿のチャクラ

(nak~atracakra) ，十二宮のチャクラ (r話icakra)，アカタハチャクラ

(akathahacakra) 6など，種々のチャクラが述べられているが，クールマチャク

ラもまたその中に含まれている。 STによれば，それは 3X3の九つの祈目に

よって構成される 四角形のヤントラとして描かれるべきものである。その中

央の析目は亀の甲羅に，そして周囲の八つの祈目はそれぞれ頭，尻尾，四本の

足と両脇腹に，なぞらえられる。この九つの析目の各々には，サンスクリット

のアルファベットが配置される(図 1)。

caturasram bhuvam bhittva kosthanam navakam likhet //132// 

pürvako~thãdi vilikhet saptav紅gananukramat / 

lak~am ise madhyako~the svaran yugmakramallikhet //133// 

dik~u purvadito yatra k~etrãkhyãdyak~ararp. sthitam / 

mukharp. tat tasyajaniyad dhastavubhayata1). sthitau7 //134// 

ko坑hekuk~ï ubhe padau dve si~taQ1 puccham iritam / 

5 Goudriaan [1981J pp.134ff. 

6 これらのチャクラについては， STに先行する Kurarnavatantraの15章においても述

べられている。 cf.Buhnemann [1992J pp. 70ff. 

7 底本sthitam。ここはMalaviya版に従う。

8 後代の文献には，アルファベットの配置法において STなどと大きく異なる例が見

出される(図 2)。

kurmakararp. mahacakrarp. catu号padasamavp:am/ 
mUl).cle svara dak~apãde kavargarp. vamapadake /17 4// 

cavargarp. kirtitarp. pascad adhal;lpade tavargakam / 

tadadhas tu tavargarp. syad udare ca pavargakam /175// 

yavantarp. hrdaye proktarp. sahantarp. pr~thamadhyake / 

larigule satrub可anca k~akãrarp. lirigamadhyake /176// 

likhitva ga明yenmantri cakrarp. kalimalapaham / 
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クールマチャクラについて (113) 

kramel)anena vibhajen madhyastham api bhagatal) //135// 

四角形をした地面を分割して 析目を九つ描くべきである。東の析目から

はじめて，七つの行 (v訂ga) を， }I[買序に応じてそれぞれ書くべきである。

北東 (isa) にla• k~a を[書くべきである]。中央の析自の中に，八方に

東から，母音を二つづっ順序に応じて書くべきである。土地の名前の最初

の文字が位置するところ，そこがその(亀の)頭であると知るべきである。

[頭の]両脇に位置する析目が両手である。両脇腹 二つの足。残ったの

が尻尾であると述べられる。この順序で，中央にある[母音]もまた，部

分ごとに分割するべきである。 (ST2.132cd -135) 

まず STはサンスクリットの子音を各々五ないし四つのアルファベットから

なる，七つの行 (varga)に分ける。この七つの子音グループは，クールマチヤ

クラの東の析目からはじめて時計回りに七析，北の析目まで配置される。そし

て残った北東の祈日には， la と k~a という二つの子音が配置される。このよう

に子音文字で周囲の八析が埋められた後 最後に残った中央の祈目には16の母

音が配置される。この16母音は a文字から順に二つづっの八グループに分け

られて，中央の祈目の中に東から時計回りで八方位にそれぞれ配置される80

四本の足に固まれた亀の形をした，偉大なるチャクラが[描かれるべきである]。

頭には母音がある。右足に ka行を，左足に ca行を持つと述べられる。西側の後

ろ足に !a行を，そしてそれ(右前足)の後ろに ta行を持つべきである。そして腹

にpa行を，心臓に ya[からはじまり]vaに終わるもの(ya，ra， la， va)を持つと言

われる。甲羅の中央において sa.haに終わるもの (sa，sa， sa， ha)を持ち， リ

ンガを中央に持つ尻尾において，敵の種子と ksaの文字を描いて，修行者は，

カリ期の織れを払うチャクラを考えるべきである。 (Rudrayamala3. 74-77ab) 

またいくつかの資料においては，この中央の析目がさらに 3X3の九析に分割され，

その周囲八析に二つづっ八組の母音が配置されるようになる(図 3)。

madhyeko号!hetataりkuryatpurvavan navako宇!hakam/

purvad lsanaparyantarp早oclasasvaramalikhet //45// 

それから中央の析目の中に，前のように九つの析目を作るべきである。東から

北東に終わるまで， 16の母音を書き入れるべきである。 (Kaulavalinir1Jaya2. 45) 
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(114) 井田克征

こうしてアルファベットを伴った3X3析からなる方形のチャクラが描かれ

た後，その周囲八析の中のどの析目が亀の頭となるかが決定される。それは，

占いの対象となる土地などの名前の最初の文字によって決められる。例えば占

いの対象がVidehanagaraという名の街であったなら，その最初の子音である

V(a)文字に対応する北西の角の祈自が頭ということになる。このようにして

頭の位置を決めたなら 他の祈目もまた自動的に亀の身体各部と対応付けられ

る。先の例で言えば，北西に頭があるとして，それを挟む北と西の辺の析日が

それぞれ右前足と左前足，北東と南西の析目が左右のわき腹，東と南の析目が

右後ろ足と左後ろ足 そして南東の析目が尻尾となるだろう。

以上のようにして亀の頭の位置を確定した後，この亀と実際の土地の位置関

係を照らし合わせて それぞれの場所の吉凶を占うことになるに

rnukhastho labhate siddhirp karasthal) svalpajivanal) / 

udasinal;l kuk~isarpsthal) padastho dul)kharn apnuyat //136// 

pucchasthal;l piclyate rnantri bandhanoccatanadibhil) / 

kurmacakrarn idarp proktarp rnantral).arp siddhisadhanarn //137// 

頭の場所にいる者は，成就を獲得する。手の場所にいる者は，僅かな寿命

を持つ。腹の場所にいる者は，どちらでもない。足の場所にいる者は，苦

を得るだろう。尻尾の場所にいる修行者は，捕縛，追放などによって害さ

れるだろう。ここにマントラの成就を獲得させるクールマチャクラが述べ

られた。 (ST2.136 -137) 

このクールマチャクラにおける頭の位置は しばしば「灯明の位置

(dipasthana) Jと呼ばれ，最も吉祥な場所として理解される九この場所で行

われた儀礼は，他の場所で行われるよりも効果的であると考えられている。つ

9 cf. TR 5. 94cd→ 95. 

10 tatkurmasya mukharp. devi dipasthanarp. prakirtitam / 

dipyante yatra manavo dipasthanarp. tatas tu tat //117// 
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クールマチャクラについて (115) 

まりクールマチャクラは，街や村などの特定の地域内を九分割した上で，どの

場所が儀礼を行うに最も相応しい場所であるのかを確認するものであると言え

よう。こうした性格が最も顕著に示されるのは， STと同じシャークタの伝統

の中で16世紀に成立し，それ以降強い影響力を及ぼした Jnanamavatantra(JA) 

である110

dipasthanarp maya proktarp tri~u loke~u durlabham / 

dipasthanarp pure pasyed grame va vi与aye'pi va //60// 

yatra kutrapi va pasyet karyasiddhir bhavet priye / 

k~etrãdhipasya namna hi dipasthanarp vicarayet //61// 

dipasthane japarp kuryad dhomarp ca phalada叩 sada/

kUl).clarp sulak~al).arp kuryad isane mal).clapasya ca //62// 

私によって，三つの世界において獲得され難き灯明の場所が述べられた。

街，あるいは村，あるいはまた国の中に，灯明の場所を見出すなら，ある

いはまたどこであれ見出すなら そこでなされるべきことが成就するだろ

う。愛しい者よ。土地の支配者の名前によって，灯明の場所を調べるべき

である。灯明の場所において，ジャパを，そして常に果報をもたらすホー

マを行うべきである。そして儀礼小屋の北東に よい形の火炉を作るべき

である。 (JA10. 60 -62) 

これらのタントラ文献において クールマチャクラは常に修行者 (sadhaka)

達の，成就を目的とした実践 (sadhana)の中で使用されるものとされる。彼

ら修行者は，クールマチャクラを用いて，特定の地域内のどの場所において儀

礼を行うべきかを見定める。ゆえにこの占いは，その後に行われる儀礼の，準

備段階の一部をなすものと考えられる。

その亀の頭が，灯明の場所であると言われる。女神よ。そこで人々は照らされ

るので，ゆえにそれは灯明の場所である。 (Paramanandatantra21. 117) 

11 Goudriaan [1981] pp.6 7ff. 
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(116) 井田克征

ではこのようなクールマチャクラがどのような経緯を経てタントリズムにお

いて用いられるに至ったのか。その最も古い姿は，占術文献に見られるクール

マヴィバーガにある。

2. クールマチャクラ成立の背景:占術文献

2. 1. Brhatsamhitaにおけるクールマヴィバーガ

タントラ儀礼において用いられるクールマチャクラは，五世紀前後に成立し

たBSや Atharvavedapari均抑 (AVPari)12が述べるクールマヴィバーガ(亀状地

域区分)にその原型を見て取ることができる。それは，インド全域を巨大な亀

として見立てるものである。ここでの亀は クールマチャクラの場合と同様に

八方位+中央からなる九つの部位を持つもの つまり甲羅を中心としてその周

囲に頭，両前足，両脇腹，両足，尻尾を持つものとして想定されている。そし

て重要なのは， この九部位が各々に実際のインド世界の諸地域と対応付けられ

ることである(図4)。

nak~atratrayavargair agneyadyair vyavasthitair navadha / 

bhãratavar~e madhyapragadivibhえjitadesa1). // 

九つに区分されたアーグネーヤ宿(=クリッティカー宿)にはじまる星宿

三つ組によって，インド世界の中で，諸地方が，中央・東などに区分され

た。 (BS14.1) 

12 cf. A VPari ch.56 

13 本稿はこれらの地域の分類については，煩蹟を避けて言及しない。詳しくはLewis

口967J参照のこと。そこでLewisは，クールマヴィパーガの二つの型に関して，以
下のように述べている。

Kurmavibhagaの文献には，長いものと短いものとの二つのリストを

持つものがある。前者はVarahamihiraのBrhatsa1flhitaや，Mark仰 cjeyapura加，

Parasaratantraに見られ，一方後者はAtharvavedaのparisi将aや，Garucjapur，向。，

そして Vi押udhαrmottarapura切に見られる。 (Lewis[1967J p.85.) 
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クールマチャクラについて (117) 

bhadrarimedamaQ.Qavyasalvanipojjihanasarnkhyatal). / 

maruvatsagho~ayãmunasãrasvatamatsyamãdhyamik劫 //2//

mãthurakopajyoti~adharmãraQ.yãni 伺rasen話 ca/

gauragri voddehikapaQ.QuguQ話vatthapancalal，l// 3 // 

saketakankakurukalakotikukuras ca pariyatranagal，l / 

audumbarakãpi~thalagajãhvayãs ceti madhyam idam //4// 

バドラ，アリメー夕、，マーン夕、ヴャ，サールヴァ，ニーパ，ウッジハーナ，

サンキャータ，マル，ヴアツツァ，ゴーシヤ，ヤームナ，サーラスヴ、アタ，

マッツヤ，マードゥヤミカ，マートゥラカ，ウパジョーティシヤ，ダルマー

ラヌヤ，そしてシューラセーナ，ガウラグリーヴァ，ウッデーヒカ，パー

ンドゥグダ，アシュヴァッタ，パーンチャーラ，サーケータ，カンカ，そ

してクル，カーラコーティ，クルラ，パーリヤートラ，アウドゥンバラ，

カーピシュタラ，そしてガジャーフヴァヤというこれらが，中央部である。

(BS 14.2-4) 

このように中央の地域 すなわち亀の甲羅に対応する地域の名前を列挙した

後， BSは残りの八つの部位に対応する地域の名前を順に列挙する。つまりクー

ルマヴィバーガは，当時のインド世界を九つの地域へと大まかに分類するもの

であると言えようへそしてさらに，この九つの地域は，三つづっからなる九

グループに分けられた27の星宿 (naksatra) とも関係付けられている。この星

宿との対応関係に基づいて BSおよびAVParil4は各地域の吉凶判断を行うの

14 同様の記述はAVPariにおいて以下のようにある。

krttikarohiI).IsaumYaIJ1 madhyarp kurmasya nirdi記t//記弱nrk号avibhagetu trikarp prati 

vinirdiset // saketamithile mekalalayavahichattranagapurarp k誕ipariyatrakurupancal劫/

/atha kosalakausambItIrarp pataliputrarp kaliilgapuraprthivI maI).clalamadhye 'bhihate 

'bhihanyat // 

クリッティカー宿，口ーヒニー宿，サウムヤ宿を亀の中央に割り当てるべきで

ある。残りを，星座の区分の中に三つごとに，それぞれ割り当てるべきである。

サーケータ，ミテイラー，メーカラーラヤーペアヒチャトラ，ナーガプラ，

つ中nH
d
 



(118) 井田克征

である。

vargair agneyadyail) kruragrahapiclitail) kramel)a nrpal) / 

pancalo magadhika年kaliIigasca k~ayalp yanti //32// 

avanto 'thanarto mrtyulp cayati sindhusauviral) / 

r真jaca harahauro madreso 'nyas ca kaul)indal) //33// 

アーグネーヤ宿(クリッティカー宿)などの[星宿の]組が，不吉な惑星

に掩蔽されることによって，王達は，順次破滅に赴く。パーンチャーラの

王，マガダの王，カリンガの王が，そしてアヴ、アンティの王，アナールタ

の王が，死へ赴く。シンドゥ地方のサウヴィーラの王，ハーラハウラの王，

マドラの主，そしてさらにカウニンダの王が。 (BS14.32 -33) 

BSは，それぞれの星宿が土星によって掩蔽される時，それはその星宿に対

応する地域の王が死ぬ予兆であると説いている。こういった予兆論は，後のプ

ラーナ文献などにもしばしば見出され15 例えば Marka1'J4eyapura1'Ja (MarP)で

は，地名などを大幅に増補したそれが述べられているへそうした比較的新し

い文献においては，不吉の徴に対して何らかの鎮静の儀礼が行われるべきであ

ると説かれることが多い。これはBSやAVPariなどの初期の占術文献には見

られなかったものである。

カーシー，パーリヤートラ，クル，パーンチャーラ，そしてコーサラ，カウシャー

ンビー，ティーラ，パータリプトラ，カリンガプラ，プリティヴィーは，中央

の領域が害された時，打ち負かされるだろう。 (AVPari56. 1-2. ) 

*テキストに検討の余地あり

15 etatplcla ami desal). plclyante ye kramodit地/

yanti cabhyudayarp vipra grahaiりsamyagavasthitail).// 

これらの[星宿が]掩蔽されたなら，順次述べられたこれらの地域が，苦しめられ

る。そして惑星が正しい位置にある事によって優位に至る。詩人よ。 (MarP58. 55) 

cf. Naradapuraηα 1.56. 739cd -745. 

16 それはAdbhutasagarapp.267以下にも引用されている。
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クールマチャクラについて (119) 

tasmad grahark~apIçlãsu desapIclarp. vinirdiset / 

tatra snatva prakurvita danahomadikarp. vidhim / 

それゆえに，惑星や星座が掩蔽された場合 地方の不幸を宣言するべきで

ある。その時は水浴してから，布施やホーマなどの儀軌を執行するべきで

ある。 (MarP58.80) 

2. 2. Narapatijayacaηdにおけるクールマヴィバーガ

インド全域を九つに分けた上で占いを行うクールマヴィバーガは，やがて12

世紀に至って新しい展開を見せる。 1177年に成立した Narapatijayacaηa (NJC) 

と呼ばれる占術文献は17 いわゆるスヴ、アラの学の関連文献の代表格とも目さ

れるものであり， r文字の配列のひとかたまりを方角や星宿，動物などに関係

付けて吉凶を判断し占うものであるJというへその Cakrabandhaの章の中で，

クールマチャクラが言及されている。

NJCはそこで最初にメール山を中心とした神話的なインドの世界像を示し，

その後にインド全域を支える亀について言及する (NJC10. 1-11)へそして

その後，大地を支えるこの大亀に対応するクールマチャクラを描くことが指示

される。それは，東を向いた，九つの身体部位からなるものとして説明されて

いる。

kurmakararp. likhec cakrarp. sarvavayavasarp.yutam / 

purvabhage mukharp. tasya pucharp. pascimamal)clale //12// 

purvapararp. likhed vedharp. vedharp. cottaradak~il)e / 

17 このNJCが依拠したとされる Yuddhαrjayar.仰 vaや瓦diyamalaなどは，おそらく 10世

紀を下らない。この Yuddhajayar.仰 vaの内容の一部はAgnipur.向。の一部分に収録

されているが，その中にはクールマチャクラに関する記述も見出される。 cf.

Agnipuraりα123.9.

18 林申[2004Jp.133. 

19 NJCはこのクールマチャクラを説くにあたってKosalagamaおよび瓦diyamαlaを参

照しているとされる。 cf.NJC 10.1，11，47. 
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ïsãnarãk~ase vedha:rp. vedharn agneyarnarute //13// 

nãbhi訂r~acatu~pãdak:uk~ipucche~u sa:rp.sthitarn / 

taratraya:rp.kite tasrnin sauri:rp. yatnena cintayet //14// 

亀の姿をしたチャクラを，全ての部分を備えたものとして，描くべきであ

る。東の部分にそれの頭を 西の領域に尻尾を[描くべきである]。東と

西に穴を，そして北・南に穴を，北東・南西に穴を，南東・北西に穴を描

くべきである。[それは，亀の]瞬，頭，四本の足，脇腹，尻尾に位置づ

けられる。三つ[づっ]の星宿でしるしづけたそこに 土星を努めて思い

浮かべるべきである。 (NJC10.12-14) 

このように NJCもまた，クールマチャクラを九部位からなる亀として描き，

その九部位それぞれに対して星宿，インド諸地域の地名を関連付ける。そして

この各星宿が土星によって掩蔽された場合 それは各地域の不吉な予兆である

と考えられる。

Jqttika rohiポsaurnya:rp.kurmanabhigata:rp. trayarn / 

saketa:rp. rnithila carnpa kausa:rp.bi kausiki tatha //16// 

ahicchatra:rp. gaya vindhyarnantarvedi ca rnekhala / 

kanyak:ubja:rp. prayagas ca rnadhyadeso vinasyati //17// 

クリッティカー宿，ローヒニー宿，サウムヤ宿の三つは，亀の中心にある。

[それらの星宿が土星に掩蔽される時]，サーケータ，ミテイラー，チャ

ンパー，カウシャーンビー，カウシキー，アヒッチャトラ，ガヤー，ヴイ

ンドゥヤプラデーシャ，メーカラー，カーヌヤクンジャ，プラヤーガ，マ

ドゥヤデーシャが滅びる。 (NJC10.16 -17) 

このように NJCが説くクールマチャクラとは，まさしく BS以来の伝統に連

なるクールマヴィバーガに他ならない。ただし NJC10. 14における，土星を「思

い浮かべるべき」という記述には，注意が必要であろう。それは，この実践が
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単に吉凶を占うだけのものではなくて，より積極的な意味合いを担っていた可

能性を示唆するからであるへこの場合，クールマチャクラを準備することは，

実際の星宿と土星の位置関係を観察して，それを何らかの実際の出来事の前兆

として解釈するという占術の範轄を越えた，より現実に対して関与的なある種

の実践，膜想儀礼としての性格を持つことになるからである。

NJCは， BSなどのクールマヴィパーガとよく似た大地の亀としてのクール

マチャクラを説明した後，さらに各地域ごとの吉凶を占うためのクールマチャ

クラをも述べている。それは，国のクールマチャクラ (10.38)，村のクールマ

チャクラ (39-40)，領地のクールマチャクラ (41)，家のクールマチャクラ (42

-46) という四種に分けられる。このような区分は タントラ文献においても

一般的なものである。例えば既述のJA10. 60には街村国という三種の

地域が占いの対象として説かれていたし，また Tantrarajat，αntra(TR) 5. 90に

も最高へ国，村，家という四種のクールマチャクラが述べられている九つま

りNJCでは， BSのようなクールマヴィバーガと，タントラ的なクールマチャ

クラとが併記されているとも言えるだろう。

[ GrhakurmacakraJ 

grhakurmarp. samalikhya grhadvaramukhasthitam / 

20 Gal)esadattaは， NJC当該箇所に対して「この九つの場所に，三つづっの星宿を配

置 (nyas) して」と注を付しており，この箇所を現実に対して関与的な，何らかの

実践として理解する可能性を支持している。

21 この最高の亀とは， NJCで述べられた世界を支える亀と同じものと考えられる。 TR

の注釈Manoramaはこれを次のように説明している:

paral). kurmaりpanc話atkotiyojanavistlrl)ay劫prthivyadharakaりsthiral).kurmal). / 

最高の亀とは， 5億ヨージャナ広がった大地を支える，不動の亀である。

(Manorama p.104， 11. 11-12) 

22 prathamas tu para与kurmastato deSagatas tatha / 

gramago grhagas ceti caturdha tadvyavasthitil). //90// 

さて第一に最高の亀，それから地方にいる[亀]，そして村の[亀]，家の[亀]

という四種がその区別である。 (TR5.90) 
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grhanãmark~apürvarp tu krtva vïk~yarp ~ubhãsubham //42// 

grhamadhyagatal;t sauril;t sokasarptapakarakal;t / 

dvare vidyutprado j白eyal;tpavake vahnidayakal;t //43// 

jneyo mrtyuprado yamye rãk~ase rãk~asãd bhayam / 

V訂ul).esubhado jneyo vayavye釘inyuatapradal;t//44// 

arthalabhapradal;t saumye sambhave sarvasiddhidal;t / 

saurir baladhiko du~tal;t svalpaviryaりsubhavahal;t//45// 

samakalarp piclayed yatra bha叫 al;tkurmapancakam / 

tatra sthane mahavighnarp jayate natra sarpsayal;t //46// 

du~tasthãnagate marpde kartavyarp tatra鈎rptikam/ 

家の入り口を頭とする家の亀を描いて そして家の名前の星座を東とする

なら，幸運不運が見分けられる。土星が家の中央にあれば，憂いと苦痛を

もたらす。入り口にある時 稲妻をもたらすと知られるべきである。南東

にある時，火をもたらす。南にある時，死をもたらすと知られるべきであ

る。南西にある時，ラークシャサの恐れを[もたらす]。西にある時，良

いことをもたらすと知られるべきである。北西にある時，何ももたらさな

い。北にある時，財の獲得をもたらす。北東にある時，一切の成就をもた

らす。力が強すぎる土星は罪をもたらし 力が僅かならば良いことをもた

らす。同時に土星が，亀のうち五つを掩蔽するなら，その場所で，大きな

障害が生じる。このことに疑いはない。土星が悪い場所にいるなら，その

時，鎮静法(santi)が行われるべきである。 (NJC10.42-47ab) 

特定の地域内での吉凶を占うという点において NJCのクールマチャクラ

は，タントラ文献におけるそれと一致する。しかし NJCの場合，各土地の吉

凶は常に星宿と土星との関係によって占われ ヤントラに配したアルファベッ

トが参照されることはない。そしてさらにこのクールマチャクラは場所の吉凶

を占うことに主眼をおくものであって STなどのように何らかの儀礼実践の

予備段階に用いられるものとは違っている。不吉の兆しが現れた場合に，鎮静
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法を行うべしとするのも，タントラ的というよりはむしろ MarPなどに見られ

る新しいクールマヴィバーガに近いものと言えるだろう。

以上をまとめるなら，クールマヴィバーガは BS，AVPariなどの初期の占術

文献にその起源を持ち やがて NJCや それが依拠した後期の占術文献にお

いて発展した。これが13世紀以降のシャークタに属するタントラ文献に取り込

まれ，土地の名前とアルファベットの対応関係に基づいたタントラ的なクール

マチャクラへと発展するのである。

3. ヤントラにおけるアルファベット配置の類例:mantrasamskara 

特定の対象(例えば人物や土地など)の名前の最初の文字を，ヤントラに配

したアルファベットと対照してその後の実践の成否，吉凶を占うという手法は，

実はクールマチャクラが導入される以前から タントラ儀礼においては既に一

般的であった。その例は枚挙に暇がないが クールマチャクラとの関わりにお

いて特に参考になるのは，KularfJavatantra (KA) の15章に述べられた，マン

トラの浄化儀礼 (rnantrasarnskara) と呼ばれる実践である。それは実践者が，

自分の使うマントラを有効なものとするために行う一連の儀礼であるヘ

KAはそれを「生む Qanana)Jにはじまる10のプロセスから構成されるもの

として述べている。

kathyante dasa sa11lskara rnantrado~aharãQ. priye / 

janana11ljlvana11l pascat taclana11l bodhana11l tataQ. /171// 

abhi~eko'tha virnalIkaraQ.apyayane tatha / 

tarpaQ.a11l dlpana11l guptiQ. sa11lskaraりkulanayike/172// 

マントラの過誤を払う 10の浄化儀礼が語られる。愛しい者よ。浄化儀礼

とは， r生むJ，r命を与えるJ，それから「叩くJ，そして「おこすJ，r水

23 cf. Netratantra 18.6-8 ; Tantraloka 18.17cd-18 ;こうしたプロセスについて，詳し

く同:Gupta [1979J pp.108 -109. 
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をかけるんさらに「きれいにするんそして「大きくするJ， I満足させるJ，

「燃え上がらせるJ，I隠す」である。一族の女主人よ。 (KA15. 71-72) 24 

ここで述べられている10の浄化儀礼の中でも，最初に行われる「生む」プロ

セスにおいて，マートリカーチャクラと呼ばれるヤントラが用いられる(図 5)。

このヤントラは，クールマチャクラと全く同じアルファベットの配置を伴って

いる。そのことが STにおいて次のように述べられている250

vyomendvaurasanar早ak訂りikamacarp. dvandvail). sphuratkesararp. 

patrant紅gatapancav訂gayasalan)aditriv訂garp.kramat / 

虚空 (h) と月 (s)，auと舌の文字 (b)を子房に持ち，母音を二つづっ

ともなって脈動する花糸を持ち，順次，五つの行 (v紅ga) とya・sa・la

の文字ではじまる三つの行を花弁の中に持つ[マートリカーチャクラを，

描くべきであるL (ST 6. 10ab) 

このようにマートリカーチャクラの八方の花弁に対して 東から順にそれぞ

れ八つの行 (varga)のアルファベットを配置し，中央の円の中に， 16の母音

を二つづっに分けて八方位に配置する。 hsauhという種子マントラを除けば，

このヤントラはタントラ的なクールマチャクラと同様のアルファベットの配置

を伴うものである。このヤントラは，クールマチャクラの導入される前から，

タントラ儀礼の中で用いられていた。こうしたヤントラの存在が，タントラ的

なクールマチャクラの形成において一つの要因となったことは，想像に難くな

し)26
0

24 ST 2.112-113とほぼ一致。

25 cf. Daksinamurtisamhita 8.20 -23. 

26 タントラ的なクールマチャクラとは文脈を異にするが，亀の身体を模したヤントラ

にマントラを配し，それを何らかの呪術的な実践に使う例がAgnipur，向。 315.1-6ab

に見出される。
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4.考察

以上見てきたように BSなどの初期占術資料に見られるクールマヴィパー

ガは， NJCのような後期の占術文献を経由して， STなどのシャークタの文献

に述べられるタントラ儀礼の中に位置を占めるに至った。このようなクールマ

チャクラの展開は，伝統の中で一つのモチーフがその置かれた文脈の変化に応

じて姿を変えていく典型的な例であると言えるだろう。

BSやAVPariに見られるクールマヴィパーガは，インド世界の全域を視野

に入れた上で各地の凶兆を占う 極めて広域的な視点を持つものと言えるだろ

う。加えてBSにおいて 凶事とはすなわち各地域の王の死のことである。こ

れらの事実から考えて， この時期の戦術文献が述べるクールマヴィバーガが，

王権と密接に結びついていたことは明白であろう。実際， BSを著した

Varaharnihiraは宮廷付きの占星術師であったと言われている九おそらくそう

した宮廷占術師の職務は 王室付きの祭官つまり儀礼執行者とは異なったもの

であっただろう。そしてもしも彼ら占術師の職掌が占いに特化したものであっ

たのなら，凶兆に対してどのような鎮静法が行われるべきかという点に関する

記述が， この時期の占術文献に見出されないのは，むしろ当然であるかもしれ

ない。

これに対して NJCは国町村 自分の土地や家屋などを占いの対象とす

る。つまり占いの対象が より局地的な方向へ移っているのである。初期の占

術文献が，国家や王達のために行われる占術の体系を主としたものであったの

に対し，新しい NJCなどの文献は，大衆的な占いも含んだ、，より広範な占術

の集成という性格を持っている。つまり NJCに見られるこのクールマチャク

ラを用いた占術の局地化とは，かつて宮廷において行われていた占術が，町村

や個人の家屋などをも対象として行われるようになった時代状況，つまりクー

ルマヴィバーガを用いた占術の普及，大衆化とでも言うべき状況を示している

ように思われる。それゆえこの時期のクールマチャクラにおける凶事とは，王

27 Pingree [1981] p.32. 
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の死などではなく，雷や出火，富に関わるものになっているのである。

そしてこのクールマチャクラを用いた占術は さらに ST以降のタントラ文

献に取り入れられて新しい展開を見せる。そこでのクールマチャクラはもはや

星宿との関係性を失って その代わりに種子マントラ(アルファベット)を用

いたタントラ的な実践へと姿を変えている。この時，それはもはや予兆によっ

て未来を占うものですらなくなっている。それは成就法などの儀礼を執り行う

のに適した場所を探るために 一連の儀礼の前に予備的に行うべきものとして，

タントラの儀礼システムの中に組み込まれているのである。この段階において，

クールマチャクラは，もはやBSのように占術を専門に行う者達ではなく，儀

礼の専門家達の聞において用いられるものとなっている。
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On the Development of the Kurmacakra. 

Katsuyuki IDA 

The pu甲oseof this paper is to survey the development of the kurmacakra (tortoise-shaped 

mystical figure) which can be found in the ritual manuals of Hindu-tantrism. 

Firstly， this figure traces its roots back to kurmavibhaga (tortoise-shaped division of the 

earth) in the early astrological works such as Brhatsa11Jhita (BS). Court astrologists read the 

omens predicting disaster for kings or kingdom with the help of this kurmavibhaga at this tIme. 

Next， Narapatijayacaηa (NJC)， a text on the divination in the twelfth century， shows the 

kurmacakra to be the same as the kurmavibhagαin the BS. And it moreover describes 

kurmacakras used in order to distinguish the auspisious / inauspicious places in the local area 

such as the city， village， or house. The most likely explanation for this occu汀enceof new 

kurmacakra is that the former divination in the court had popularized and propagated to the local 

commumty. 

Finally， kurmacakra has introduced and adapted to the tantric ritual system. We can find this 

kind of kurmacakra in Saradatikala which is the famous compendium in the Sakta sect. 

According to this text and so on， kurmacakra is employed not for the divination， but in the 

determination of the appropriate place to perfoロnthe tantric rituals in this sect. Tantric ritualists 

therefore used this kurmacakra in the preparatory rites in this context. Then we may conclude 

that kurmacakra has spread from the groups of astrologers and diviners to the tantric ritualists at 

this stage. 
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